
2018年度合同企画展について

2018年度に、京都市考古資料館

と龍谷大学大学院文学研究科日本

史学専攻・文学部文化遺産学専攻

の合同企画展を実施しました。展

示は、京都の歴史について日々研
けん

鑽
さん

を積んでいる大学院生の研究を

紹介するというコンセプトのも

と、「龍大生が語る　京都の町と祈

り－東市、七
しちじょうまち

条町、醍
だ い ご じ

醐寺－」と

テーマを設定し、Ⅰ部では平安京

の東市と七条町を、Ⅱ部では醍醐

寺の 町
ちょうせき（いし）

石 についてスポットを

当て、学部生の協力のもとで行な

いました。

Ⅰ部では、龍谷大学大宮学舎

「東
とう

黌
こう

」の建替え（図１の１）と龍

谷ミュージアム建設（図１の２）

の際に実施された発掘調査の資料

を中心に陳列しました。２度の調

査では平安時代から江戸時代にか

けての遺構と遺物を確認し、平安

京の東市から西本願寺にかけて各

時代の人々の営みが明らかになり

ました。

平安京の東市　その中でも、こ

こでは東市と七条町について、そ

の移り変わりをみてみましょう。

まず東市とは、下京区の西本願

寺・興正寺・龍谷大学大宮学舎付

近一帯にかつて存在した平安時代

の官営の市のことです。『日本紀

略』によれば、遷都の３か月前に

平安京へ市を移していたと記載が

あります。

東黌から出土した東市に関連す

る資料には、何本も平行線が彫ら

れている土
は じ き

師器の皿（平安時代前

期）や「厨
くりや

」と線
せんこく

刻された緑
りょくゆうとうき

釉陶器

（平安時代中期）の底部があります

（写真１）。前者は平安京の造営期

にあたる一括資料で、市で働く丁
よぼろ

層（下働き）の人たちが所有者を示

すために印を付けた可能性が考え

られます。後者は陶器の底の高台

にあたる部分に「厨」と彫られてい

る珍しい資料で、東市の一画に食

事を司る厨房のような性格を持っ

た役所があったと考えられます。

この緑釉陶器は９世紀後葉に井戸
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写真２　大宮学舎東黌出土の鋳造資料（写真 /龍谷大学文学部提供）

写真１　「厨」銘緑釉陶器（底部径 8.4cm）（写真 /龍谷大学文学部提供）



を埋め戻した際の埋土から出土し

ていることから、東市の「厨」が機

能しなくなったことを契機に埋め

られたのではないでしょうか。

商工業の町・七条町　平安時代

の終わり頃になると、律令国家の

衰退に伴って市は廃れ、代わって

七条大路（現在の七条通）と町尻小

路（現在の新町通）を中心に七条町

と称される商工業地帯がひろがり

ます。この地域では、金属器の生

産・加工に携わる職人（鋳
い も じ

物師・

細
さ い く し

工師）や、借
かしあげ

上・土
ど そ う

倉と呼ばれる

金融業者が商売を営み、室町時代

まで継続して活動をしていました。

これらの活動は平安京の幹線道路

である七条大路がキーワードとな

りそうです。

それでは、七条町についてみて

みましょう。先述したように、七条

町では金属器の生産・加工や金融

業が盛んでした。金属器の生産・

加工に関連する資料には、鋳型、鞴
ふいご

羽
は

口
ぐち

、取
と り べ

鍋、鉱
こうさい

滓などがあり、東黌

から出土した資料群（写真２）もそ

の証左ではないかと考えられます。

鎌倉時代の『拾
しゅういしょうちゅう

遺抄注』という史料

に、「市門ハ、七条猪熊ナリ、七条

町トイヘル」とあります。ここか

ら、鎌倉時代には七条町と呼ばれ

る一帯が七条大路と猪熊小路が交

差する地点（龍谷大学大宮学舎南

門付近）までひろがっていたこと

が裏付けられます。そこで、鋳造資

料から七条大路周辺の空間変遷を

抽出したところ、平安時代から室

町時代にかけて七条大路と町尻小

路を中心として同心円状にひろが

る様子がみてとれ（図１)、時代を

経るにつれて町が発展していった

ことを表していると考えられます。

まとめにかえて　平安京内では、

毎年数多くの発掘調査が行なわれ

ています。遺跡調査には、歴史を解

明する面があれば、地層に残る歴

史を破壊してしまう側面もありま

す。そのため、一人でも多くの人が

記録や記憶に遺して後世に伝えて

いく必要があります。今回の展示

では、主として龍谷大学構内の調

査で出土した東市と七条町に関す

る資料を扱い、平安京の東市と七

条町の移り変わりについて、遺物

からみる考古学の視点と、史料か

らみる文献史学の両面から検討し

ました。もちろん、成果はこれだけ

ではありませんが、この機会を契

機として七条地域に代表される都

市遺跡に関心が高まれば幸いです。

	 （龍谷大学大学院　清水真好）

図１　平安・鎌倉・室町時代の鋳造関連遺構・遺物の検出、出土地点

（清水真好「七条町とその周辺の空間的変遷―市・町における鋳造活動を視点に―」『龍谷日本史研究』第41号、2018年より）

1　七条二坊五町

2　七条二坊十一町

3　七条二坊十二町

4　七条三坊三町

5　八条二坊十町

6・7・8・10 八条二坊十四町

11　八条二坊十四・十五町

12・13　八条二坊十五町

14　八条二坊十六町

15　八条三坊一町

16・17　八条三坊二町

19～21　八条三坊三町

22～24　八条三坊七町

25・26　八条三坊九町

27　八条三坊九・十町

28　八条三坊十五・十六町

29　八条三坊十六町


